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建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

は
じ
め
に

建
久
年
間
の
歌
壇
は
良
経
を
中
心
と
し
た
九
条
家
の
活
動
が
活
発

で
、
歌
合
に
限
っ
て
も
、
建
久
元
年
(
附
)
九
月
花
月
撰
歌
合
(
俊

成
判
)
、
同
二
年
十
月
後
京
極
家
歌
合
(
俊
成
判
)
、
同
四
年
秋
六
百

番
歌
合
(
俊
成
判
)
、
同
五
年
夏
名
所
十
題
歌
合
(
判
者
未
詳
)
、
同

五
年
仲
秋
南
海
漁
父
北
山
樵
客
百
番
歌
合
(
判
者
未
詳
)
等
が
、
主

に
俊
成
を
判
者
に
招
い
て
催
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
九
条
家

歌
壇
は
、
御
子
左
家
歌
人
と
六
条
家
歌
人
が
競
合
し
な
が
ら
、
俊
成

門
下
の
若
手
歌
人
に
よ
っ
て
新
古
今
集
の
新
風
に
繋
が
る
歌
風
が
醸

成
さ
れ
て
お
り
、
特
に
六
百
番
歌
合
か
ら
は
新
古
今
集
に
三
十
四
首

も
の
撰
入
歌
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
平
安
末
期
の
い
わ
ゆ
る
風
情
主
義
の
中
で

.....L. 

女

重

井

雄

詠
歌
し
続
け
る
歌
人
た
ち
(
本
稿
に
お
い
て
は
「
旧
風
歌
人
」
と
称

す
る
)
も
活
躍
し
て
お
り
、
建
久
年
間
前
後
に
九
条
家
以
外
で
も
、

文
治
二
年
(
鵬
)
経
房
家
歌
合
、
建
久
二
年
若
宮
社
歌
合
(
顕
昭

判
)
、
同
六
年
経
房
家
歌
合
、
正
治
二
年
(
削
)
石
清
水
若
宮
歌
合

(
通
親
判
)
等
の
歌
合
が
催
さ
れ
て
い
る
。
中
村
文
は
あ
え
て
こ
れ

ら
良
経
家
以
外
の
催
し
に
注
目
し
、
「
新
古
今
集
と
の
関
連
が
薄
く
、

文
学
史
的
な
意
義
も
低
い
催
し
と
見
倣
さ
れ
た
」
、
「
だ
が
、
平
安
末

期
の
歌
界
と
所
謂
新
古
今
歌
壇
と
が
ど
う
連
続
/
断
絶
す
る
の
か
を

考
察
し
、
新
古
今
時
代
を
和
歌
史
の
中
に
正
確
に
定
位
さ
せ
る
た
め

に
も
、
こ
れ
ら
の
催
し
に
つ
い
て
の
検
証
は
必
須
で
あ
る
」
と
問
題

を
提
起
し
、
最
近
で
は
「
平
安
末
期
の
〈
風
情
〉
を
追
究
す
る
歌
人

た
ち
」
の
試
み
に
「
〈
新
古
今
歌
風
〉
の
萌
芽
」
が
認
め
ら
れ
る
と

論
じ
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
建
久
六
年
(
問
)
正
月
二
十
日
民
部
卿
経
房



家
歌
合
は
、
六
百
番
歌
合
が
催
さ
れ
て
か
ら
お
お
よ
そ
一
年
後
の
開

催
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
良
経
家
以
外
の
歌
合
で
ど
の
よ
う
な
詠
歌

が
提
出
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
た
め
に
は
重
要
な
歌
合
と
い
え

る
。
当
該
歌
合
は
俊
成
に
よ
る
隙
文
を
有
し
、
そ
の
一
一
百
説
の
一
部
が

「
古
来
風
排
抄
』
『
慈
鎖
和
尚
自
歌
合
」
十
禅
師
政
に
再
説
さ
れ
る
こ

と
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
詠
歌
や
判
詞
は
俊
成
歌
を

中
心
に
部
分
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
だ
け
で
(
初
郭
公
二
十
三
番
・

深
雪
二
十
番
・
久
恋
二
十
三
番
等
)
、
当
該
歌
合
全
体
に
つ
い
て
は

充
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
唯
一
全
体
を
視
野
に
入

れ
る
の
は
松
野
陽
一
の
研
究
で
、
政
文
末
尾
の
「
た
か
ま
の
山
の
た

か
き
お
ほ
せ
の
と
き
は
は
ず
か
り
の
閑
の
は
f

か
り
を
な
し
」
云
々

の
記
述
及
び
、
深
雪
二
十
番
の
「
雪
の
あ
け
ぼ
の
」
を
め
ぐ
る
判
詞
、

久
恋
二
十
三
番
判
詞
に
注
目
し
、
俊
成
は
判
者
と
し
て
「
六
百
番
歌

合
の
折
に
は
、
憾
り
と
恐
れ
が
あ
っ
て
、
思
う
こ
と
も
い
え
な
か
っ

た
」
、
「
良
経
定
家
ら
の
新
風
の
行
き
過
ぎ
へ
の
批
判
が
、
表
立
っ
て

い
え
ぬ
こ
と
を
も
含
み
、
他
方
で
六
条
家
学
へ
の
再
批
判
の
機
会
と

し
よ
う
と
す
る
意
図
を
秘
め
て
い
た
こ
と
が
、
判
詞
に
よ
っ
て
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
「
結
局
、
こ
の
歌
合
の

判
詞
と
践
文
と
は
、
建
久
期
の
主
要
舞
台
で
あ
っ
た
良
経
家
歌
坦
で

の
成
果
を
、
や
や
距
離
を
お
い
た
と
こ
ろ
か
ら
計
測
す
る
為
の
支
点

建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

と
な
る
と
い
う
意
義
と
、
古
来
風
林
抄
の
様
々
な
点
で
の
下
敷
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
特
に
資
料
的
価
値
を
も
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
。
松
野
の
指
摘

は
、
判
者
を
務
め
た
俊
成
の
立
場
を
重
視
し
て
な
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

当
該
歌
合
の
詠
作
全
体
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
「
六
条
家
学
へ
の
再

批
判
」
と
い
う
点
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
と
は
思
わ
れ
ず
、
「
良
経

定
家
ら
の
新
風
の
行
き
過
ぎ
へ
の
批
判
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
本

稿
に
お
い
て
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
も
う
少
し
補
足
で
き
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
本
稿
で
は
、
俊
成
判
詞
も
若
干
参
照
し
な
が
ら
特
に
詠
歌

表
現
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
歌
合
の
意
義
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

な
お
当
該
歌
合
に
つ
い
て
形
式
的
な
側
面
を
述
べ
て
お
く
と
、
主

催
者
は
吉
田
経
房
で
、
文
治
二
年
十
月
に
続
い
て
の
歌
合
開
催
で
あ

る
。
歌
題
は
、
山
花
・
初
郭
公
・
暁
月
・
深
雪
・
久
恋
と
い
う
四
季

各
一
に
恋
を
配
し
た
五
題
で
、
各
二
十
三
番
と
し
、
計
百
十
五
番
の

規
模
で
あ
る
。
歌
人
は
経
房
を
含
め
て
四
十
六
人
。
判
者
は
、
文
治

二
年
度
の
歌
合
で
は
衆
議
判
と
し
て
判
詞
執
筆
者
を
六
条
家
の
季
経

と
し
た
が
、
今
回
は
母
方
の
叔
父
に
当
た
る
俊
成
に
委
嘱
し
て
い
る
。

結
番
の
合
手
は
各
題
固
定
し
、
一
番
左
に
主
催
者
経
一
屍
を
、
末
尾

五
九
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二
十
三
番
左
に
判
者
俊
成
を
据
え
て
お
り
、
俊
成
を
遇
す
る
形
を

取
っ
て
い
る
。
歌
合
開
催
の
理
由
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
な
い
。
冒
頭

「
山
花
」
題
の
二
番
左
歌
「
み
か
さ
山
嶺
の
朝
日
に
桜
花
さ
し
て
ぞ

し
る
き
万
代
の
春
」
(
親
宗
)
、
四
番
左
歌
「
春
日
な
る
み
か
さ
の
山

の
花
桜
い
く
よ
ろ
づ
よ
の
か
ざ
し
成
ら
ん
」
(
兼
光
)
に
祝
意
が
詠

み
込
ま
れ
、
判
詞
に
も
そ
の
点
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
が
、
そ
れ
以

外
に
祝
意
を
込
め
る
詠
は
見
え
ず
、
取
り
立
て
て
何
ら
か
の
慶
賀
が

存
し
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

六
O

出
議
歌
人
及
び
、
他
出
資
料
へ
の
入
集
状
況

ま
ず
は
、
当
該
歌
合
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
出
詠
歌
人
と
撰
集
へ

の
入
集
状
況
か
ら
捉
え
て
お
こ
う
。

出
詠
歌
人
を
、
左
方
・
右
方
に
分
け
て
、
松
平
文
庫
本
の
冒
頭
の

作
者
一
覧
に
従
っ
て
位
署
と
と
も
に
掲
げ
た
の
が
【
資
料
1
】
で
あ

る。

【
資
料
1
】
出
詠
歌
人

*
O
u
現
任
公
卿
O
H
非

参

議

了

女

性

ム

日

僧

侶

門

U
u
『
新
古
今
集
』
に
五
首
以
上
入
集
す
る
歌
人
。

*
歌
道
家
の
歌
人
は
↓
を
付
し
て
、
六
条
家
は
「
六
」
、
御
子
左
家
は
「
御
」
と
記
し
た
。

左
方

O
権
中
納
言
兼
民
部
卿
藤
原
経
房
卿

O
権
中
納
言
平
親
宗
卿

。
権
中
納
言
兼
左
衛
門
督
藤
原
隆
房
卿

O
権
中
納
言
藤
原
兼
光
卿

。
参
議
左
近
衛
権
中
将
藤
原
公
時
卿

ママヌ7ムマ
|関|二|中|沙|段|右
|白|条|宮|弥|富|方
|家|院|讃|生|門|
|丹|三|岐|蓮|院|…}ー…惟|刈|太|-2 緊幽



。
参
議
右
近
衛
権
中
将
藤
原
公
継
卿

O
正
三
位
藤
原
季
能
卿
前
右
京
大
夫

O
従
三
位
藤
原
季
経
卿
前
宮
内
卿

O
従
三
位
藤
原
経
家
卿

左
京
大
夫
藤
原
顕
家
朝
臣

左
近
衛
権
中
将
藤
原
兼
宗
朝
臣

右
京
大
夫
藤
原
隆
保
朝
臣

右
中
弁
藤
原
定
経
朝
臣

附
附
岡
岡
剛
閥
岡
国

散
位
源
定
宗
朝
臣

権
右
中
弁
藤
原
宗
隆
籾
.
位

治
部
少
輸
藤
原
為
季

中
務
太
輔
藤
原
保
季

摂
津
守
源
長
俊

片
岡
禰
宜
加
茂
重
政

ム
沙
弥
性
照
(
平
康
頼
)

ム
興
福
寺
権
別
当
法
印
範
玄

ム
冨
刻
刷
制
対
刻
刈
過
剰
剛

建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

↓↓↓  
御

右
近
衛
権
少
将
藤
原
成
家
朝
臣

ム
阿
閤
梨
顕
昭

ム
悶
附
閥
圏

ム
右
大
臣
法
眼
実
快

ム
僧
祐
盛

左
近
衛
権
少
将
藤
原
定
家
朝
臣

散
位
藤
原
伊
網

左
衛
門
権
佐
藤
原
朝
経

刷
附
附
阿
閥
閑
閑
幽

皐
太
后
宮
亮
藤
原
有
経

左
少
弁
藤
原
資
実

前
播
磨
守
藤
原
隆
親

侍
従
藤
原
実
宣

ム
僧
静
縁

前
大
和
守
源
光
行

ム
沙
弥
見
仏
(
藤
原
親
盛
)

右
京
権
大
夫
藤
原
隆
信
朝
臣

ム
少
納
言
法
印
静
賢

↓↓↓  
御六御御御御

..... 
/、
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左
方
は
、
現
任
公
卿
と
非
参
議
以
下
、
当
時
の
位
階
に
従
っ
て
一

番
よ
り
配
置
し
、
末
尾
の
二
十

1
二
十
三
番
に
は
神
官
と
出
家
者
を

置
く
。
右
方
は
、
一
番
i
五
番
が
女
房
と
僧
侶
、
六
番
に
俊
成
息
成

家
を
配
し
た
後
、
七
番
i
十
番
ま
で
僧
侶
、
十
一
番
1
十
八
番
に
中

流
官
人
、
十
九
番

1
二
十
三
番
に
僧
侶
と
官
人
を
交
互
に
配
し
、
末

尾
二
十
三
番
は
法
勝
寺
執
行
で
も
あ
っ
た
静
賢
を
置
い
て
い
る
。
歌

道
家
歌
人
は
、
六
条
家
が
主
に
左
方
(
僧
侶
で
あ
る
顕
昭
の
み
右
方
)

に
配
さ
れ
て
重
ん
じ
ら
れ
た
格
好
と
な
り
、
御
子
左
家
歌
人
は
判
者

で
あ
る
俊
成
以
外
は
右
方
に
置
か
れ
て
い
る
。
両
家
の
対
抗
関
係
を

一
応
考
患
に
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
番
の
合
手
と
な
っ
て
い
る

の
は
八
番
「
季
経
・
寂
蓮
」
・
十
四
番
「
有
家
・
家
隆
」
だ
け
で
あ

り
、
直
接
的
な
対
立
を
避
け
て
い
る
。
僧
侶
の
う
ち
範
玄
を
左
方
に

置
い
た
の
は
そ
の
僧
網
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
性
照
を
左
方
に
置
い
た

の
は
見
仏
と
の
結
番
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
女
流
は

す
べ
て
平
安
末
期
か
ら
活
躍
し
て
き
た
高
齢
の
歌
人
で
あ
り
、
讃

岐
・
丹
後
は
兼
実
家
に
仕
え
て
い
て
新
風
に
も
接
し
て
い
た
と
忠
わ

れ
る
。
当
該
歌
合
の
翌
二
月
に
は
良
経
家
女
房
百
首
(
女
流
入
名
)

が
披
講
さ
れ
て
お
り
、
大
輔
・
丹
後
は
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
入
る
こ
と

が
明
ら
か
で
、
讃
岐
・
三
河
内
侍
も
入
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
川
。

つ
ま
り
、
こ
の
四
名
は
良
経
に
評
価
さ
れ
て
い
た
女
流
で
あ
る
。

--L-
/、

こ
の
よ
う
に
、
公
卿
を
中
心
と
し
て
六
条
家
歌
人
を
有
す
る
左
方

に
対
し
、
右
方
は
女
流
(
四
名
す
べ
て
右
方
)
・
僧
侶
(
十
一
名
中

右
方
八
名
)
を
中
心
に
御
子
左
家
歌
人
を
配
し
て
お
り
、
対
照
的
な

配
置
が
見
て
取
れ
る
。

出
詠
歌
人
四
十
六
人
の
う
ち
、
左
方
の
公
継
、
保
季
、
右
方
の
三

河
内
侍
、
丹
後
、
実
快
、
朝
経
、
家
隆
、
資
実
、
静
縁
以
外
は
、
良

経
家
以
外
の
主
立
っ
た
歌
合
で
あ
る
治
承
二
年
別
雷
社
歌
合
、
文
治

二
年
経
房
家
歌
合
、
建
久
二
年
若
宮
社
歌
合
へ
の
出
詠
歴
が
あ
る
。

ま
た
、
六
百
番
歌
合
出
詠
歌
人
十
二
人
の
う
ち
良
経
・
家
房
と
い
う

こ
人
の
貴
顕
以
外
の
十
人
が
当
該
歌
合
に
出
詠
し
て
お
り
、
良
経
家

歌
壇
の
情
報
を
知
る
作
者
が
そ
れ
な
り
の
人
数
出
詠
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
新
古
今
集
に
五
首
以
上
入
集
す
る
歌
人
を
円

U
で
囲

ん
だ
が
、
三
人
の
女
流
と
有
家
及
び
御
子
左
家
歌
人
で
あ
る
。

次
に
当
該
歌
合
歌
二
百
三
十
首
の
他
出
状
況
を
、
①
勅
撰
集
、
②

私
撰
集
・
私
家
集
等
に
分
け
て
、
【
資
料
2
】
に
一
覧
し
て
お
く
。

【
資
料
2
】
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
私
家
集
等
入
集
状
況

*
例
え
ば
、
「
新
古
今
集

m
m
(
秋
上
倒
・
讃
岐
こ
は
、
経
房
家
歌

合
鉛
番
歌
が
新
古
今
集
・
秋
上
備
に
入
集
し
、
作
者
は
讃
岐
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
ま
た
、
「
寂
蓮
集
日
(
附
)
」
は
、
経
房
家
歌
合
時



番
歌
が
寂
蓮
集
問
に
入
集
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

18 11 10 9 8 ① 
新続続新新寂【
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幻
新
続
古
今
集

②
【
私
撰
集
・
私
家
集
等
}
*
歌
枕
名
寄
、
題
林
愚
抄
は
除
く
白

定
家
八
代
抄
銘
(
秋
上
幻
・
讃
岐
)

三
百
六
十
番
歌
合
幻

(π
・
兼
宗
)
引
け
(
夏
肌
・
家
隆
)

m

M

(

縦
・
顕
昭
)
削
(
似
・
讃
岐
)

山
川

(
m
M

・
丹
後
)

日
(
春
下
紛
・
季
経
)
詑
(
春
下
絢
・
資
実
)

貯
(
夏
問
・
公
継
)
則
(
恋
二
側
・
兼
光
)

加
(
恋
三
畑
山
・
宗
隆
)

万
代
集

建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

別
本
和
漢
兼
作
集

和
漢
兼
作
集

閑
月
集

雲
葉
集

夫
木
抄

童
家
集

寂
蓮
集

壬
ニ
集

隆
信
集

拾
遺
愚
草

公
時
集

源
承
和
歌
口
伝

認
(
附
・
資
実
)

加
(
削
・
宗
隆
)

認

(m
・
資
実
)
貯

必
(
春
下
幻
・
俊
成
)

即
(
恋
五
附
・
隆
房
)

悶
(
制
・
隆
房
)

日
(
仰
)

日
(
凶
)
位
(
胤
)

お
(
脳
)
引
け
(
胸
)

叫
(
日

)
ω
(
m
)

侃
(
捌
)

司

tm
(悶
・
実
快
)

問
(
四
・
兼
光
)

150429 

冬公
328継

成
家

間

以

(

胤

)

印
(
揃
)

閉

山

(

捌

)

附
(
揃
)

ま
ず
勅
撰
集
に
つ
い
て
は
、
新
古
今
集
に
二
首
以
下
、
計
十
二
首

が
入
集
し
て
い
る
。
こ
の
歌
数
は
、
文
治
二
年
経
房
家
歌
合
が
新
古

今
集
に

O
首
、
勅
撰
集
全
体
で
六
首
入
集
、
建
久
二
年
若
宮
社
歌
合

が
新
古
今
集
入
集
に

O
首
、
勅
撰
集
全
体
で
も

O
首
と
い
う
入
集
状

況
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
る
と
、
当
該
歌
合
歌
は
良
経
家
以
外
の
催
し

の
中
で
は
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
撰
歌
さ
れ
た

--'-
ノ、
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歌
人
を
み
れ
ば
、
新
古
今
集
の
二
首
は
い
ず
れ
も
讃
岐
歌
で
あ
り
、

新
古
今
集
の
主
要
歌
人
で
あ
る
俊
成
・
定
家
・
家
隆
・
有
家
・
寂
蓮

ら
の
歌
は
こ
の
歌
合
か
ら
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
主
要
歌
人
は
勅
撰

集
全
体
で
は
、
寂
蓮
歌
が
新
続
古
今
集
に
一
首
採
用
さ
れ
た
程
度
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
当
該
歌
合
は
新
古
今
時
代
の
主
要
歌
人
以
外
の
歌

を
撰
歌
す
る
資
料
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
当
該
歌
合
に
お
け
る
新
古
今
集
主
要
歌
人
の
歌
が
彼
ら
の
詠

歌
の
中
で
は
そ
れ
ほ
ど
優
れ
た
歌
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
私
家
集
に
目
を
移
す
と
、
俊
成
の
家
集
は
当
該
歌
合

を
撰
歌
資
料
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
寂
蓮
集
が
三
首
、

壬
二
集
が
四
首
(
た
だ
し
、
壬
二
集
は
他
撰
家
集
)
、
隆
信
集
が
三

首
、
拾
遺
愚
草
が
一
首
と
い
う
入
集
状
況
で
あ
る
。
特
に
拾
遺
愚
草

が
一
首
の
み
と
い
う
の
が
目
を
惹
く
が
、
定
家
の
当
該
歌
合
に
お
け

る
自
詠
へ
の
評
価
の
低
さ
が
表
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
は

後
述
す
る
が
、
家
隆
な
ど
は
そ
れ
な
り
に
工
夫
し
た
詠
歌
を
提
出
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
定
家
は
六
百
番
歌
合
に
み
ら
れ
た
過

度
の
新
風
表
現
を
か
な
り
抑
え
た
詠
歌
を
提
出
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

右
の
よ
う
に
、
俊
成
門
下
の
新
風
歌
人
が
概
し
て
低
調
な
表
現
に

止
ま
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
中
宮
任
子
に
仕
え
て
い

六
四

た
讃
岐
に
新
風
の
工
夫
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
良
経
家
以
外
で
活
動
し

て
き
た
歌
人
た
ち
に
秀
歌
を
得
る
べ
き
工
夫
が
み
ら
れ
る
と
恩
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

旧
風
歌
人
た
ち
の
諒
歌
l
新
風
へ
の
傾
斜

前
節
に
見
た
よ
う
に
、
当
該
歌
合
に
は
平
安
末
期
か
ら
歌
作
を
続

け
る
歌
人
、
六
条
家
歌
人
、
良
経
家
歌
壇
で
活
躍
す
る
新
風
歌
人
ら

が
と
も
に
出
詠
し
て
い
る
。
ま
ず
は
い
わ
ゆ
る
旧
風
歌
人
た
ち
の
詠

歌
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
(
以

下
、
掲
出
歌
に
は
歌
頭
に
私
に
①
等
の
数
字
を
付
し
、
判
詞
に
つ
い

て
は
必
要
な
範
囲
で
引
用
す
る
。
傍
線
も
私
意
に
よ
る
。
作
者
名
の

下
の
算
用
数
字
は
当
該
歌
合
の
新
編
国
歌
大
観
番
号
)
。

①
い
つ
の
ま
に
花
の
白
雪
つ
も
る
ら
ん
か
ぶ
ろ
に
見
え
し
山
の

い
た
ず
き
(
山
花
三
番
・
左
・
隆
房
5
)

左
歌
、
山
か
ぶ
ろ
な
る
な
ど
云
事
は
あ
る
う
へ
に
、
い
つ

の
ま
に
雪
つ
も
る
ら
む
な
ど
も
を
か
し
く
は
侍
れ
ど
、
戯

事
な
る
や
う
に
ぞ
侍
べ
き
、
.

②
花
み
れ
ば
う
き
を
わ
す
る
h

春
ご
と
に
山
つ
く
り
せ
む
神
ぞ

嬉
し
き
(
山
花
十
番
・
右
負
・
祐
盛
初
)



-
:
右
歌
上
句
は
こ
と
も
な
く
侍
を
、
下
の
句
あ
ま
り
の

ふ
る
事
思
へ
る
や
う
に
や
侍
ら
ん
、
.

③
歎
き
っ
、
と
し
へ
ぬ
る
身
を
し
た
ひ
き
て
恋
さ
へ
鳩
の
[
杖
]

は
っ
き
け
り
(
久
恋
二
十
番
・
左
・
重
政

m)

左
歌
、
恋
の
鳩
[
杖
]
つ
け
る
事
、
思
ひ
か
け
ぬ
風
情
に

や
あ
ら
ん
、
.

①
隆
房
歌
は
、
花
の
白
雪
が
山
の
頂
に
散
り
積
も
っ
た
様
子
を
禿

げ
山
す
な
わ
ち
「
か
ぶ
ろ
」
と
奇
抜
に
見
立
て
た
も
の
だ
が
、
和
歌

に
「
か
ぶ
ろ
」
を
用
い
た
最
初
の
例
か
と
恩
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
よ
う
な
「
か
ぶ
ろ
」
の
用
法
は
、
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
に
「
禿
日
付

リ
刷
|
童

V
L
U
と
あ
っ
て
院
政
期
に
は
一
般
的
に
み
ら
れ
た
用
法

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
見
立
て
を
和
歌
に
用
い
た
の
で
あ
る
。

②
祐
盛
歌
は
、
山
を
造
っ
た
神
に
思
い
を
致
し
、
「
山
つ
く
り
せ
む

神
」
(
他
本
は
「
山
つ
く
り
け
む
神
」
)
と
表
現
し
た
一
首
で
あ
る
。

「
山
(
を
)
つ
く
る
」
は
、
後
に
基
家
(
夫
木
抄
側
、
柿
本
影
供
百

首
)
ら
の
用
例
が
あ
る
が
、
和
歌
に
用
い
た
の
は
こ
れ
が
初
例
で
あ

る
。
③
重
政
歌
は
、
や
は
り
和
歌
で
は
こ
れ
が
初
例
と
思
わ
れ
る

「
鳩
の
杖
」
(
老
人
の
用
い
る
、
頭
部
に
鳩
形
を
刻
ん
だ
杖
)
を
用
い

て
「
久
恋
」
題
を
満
た
そ
う
と
す
る
。
①
i
③
は
い
ず
れ
も
俗
語
・

奇
諾
を
和
歌
に
用
い
る
こ
と
で
趣
向
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
歌
で
あ

建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

り
、
い
わ
ば
院
政
期
以
来
の
旧
風
の
詠
歌
方
法
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
旧
風
歌
人
に
も
次
の
よ
う
な
俗
語
・
奇
諸
に
拠
ら
な
い

歌
が
あ
る
。

④
い
つ
し
か
と
声
な
ら
す
な
り
時
鳥
昨
日
か
へ
り
し
春
に
ち
が

ひ
て
(
初
郭
公
二
十
番
・
左
負
・
重
政
お
)

左
歌
、
春
に
ち
が
ひ
て
な
ど
い
へ
る
、
さ
ま
で
な
ら
ぬ
詞

を
ち
か
き
世
つ
ね
に
聞
や
う
に
侍
れ
ど
、
は
じ
め
た
る

こ
も
ろ
は
あ
る
べ
し
:
:
:

⑤
名
に
た
て
る
秋
も
か
ひ
な
し
あ
た
ら
夜
の
月
を
残
し
て
あ
く

る
し
の
、
め
(
暁
月
一
番
・
右
持
・
大
輔
似
)

・
:
右
歌
、
下
旬
は
よ
ろ
し
く
侍
を
、
秋
も
か
ひ
な
し
と

い
へ
る
、
し
か
る
べ
か
ら
ず
き
こ
ゆ
・
:
・
:

⑥
あ
か
で
い
り
し
夜
な
/
¥
よ
り
も
つ
ら
き
哉
月
を
残
し
て
あ

引
引
山
の
は
(
暁
月
二
十
二
番
・
右
持
・
隆
信
郎
)

・
:
右
の
う
た
、
又
下
旬
に
月
を
の
こ
し
て
あ
く
る
山
の

端
と
い
へ
る
、
心
い
と
お
か
し

⑦
な
が
む
れ
ば
心
も
き
え
ぬ
古
郷
の
軒
ば
に
か
、
る
有
明
の
月

(
暁
月
九
番
・
右
負
・
実
快
川
)

:
・
右
歌
、
の
き
ば
に
か
、
る
ら
ん
有
明
の
月
も
心
い
う

に
は
侍
を
、
心
も
き
ゆ
ら
ん
や
い
か
に
ぞ
侍
ら
ん
、

.. 

六
五
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④
「
春
に
ち
が
ひ
て
」
は
、
郭
公
が
ま
さ
に
春
と
行
き
違
っ
て
初

夏
に
鳴
き
出
す
様
子
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
i
に
ち
が
ひ
て
」

は
、
「
中
中
に
月
に
ち
が
ひ
て
行
く
雲
は
く
ま
な
き
よ
り
も
う
れ
し

か
り
け
り
」
(
出
観
集
締
)
、
「
か
は
岸
の
ぶ
利
川
引
州
削
引
の
ぼ
る

か
な
こ
れ
や
は
や
せ
の
み
す
る
な
る
ら
ん
」
(
成
通
集
飴
)
、
「
帰
る

雁
に
ち
が
ふ
雲
路
の
燕
め
こ
ま
か
に
こ
れ
や
か
け
る
玉
章
」
(
西
行

法
師
家
集
初
)
等
、
平
安
末
期
に
使
用
さ
れ
出
す
表
現
で
あ
る
が
、

物
と
物
と
が
交
錯
す
る
動
的
な
場
面
の
構
成
を
志
向
し
て
お
り
、
新

風
に
も
繋
が
る
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
③
の
こ
の
表

現
を
俊
成
は
「
さ
ま
で
な
ら
ぬ
詞
を
ち
か
き
世
つ
ね
に
間
」
と
批
判

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
無
名
抄
』
「
近
代
古
体
」
に
「
い
は
ゆ
る

『
露
さ
ぴ
て
」
「
風
ふ
け
て
』
「
心
の
奥
』
『
あ
は
れ
の
底
』
『
月
の
有

明
』
『
風
の
夕
暮
」
「
春
の
古
里
』
な
ど
、
は
じ
め
珍
し
く
よ
め
る
時

こ
そ
あ
れ
、
二
度
と
も
な
れ
ば
、
念
も
な
き
言
癖
ど
も
を
ぞ
わ
づ
か

に
学
ぶ
め
る
」
と
批
判
的
に
掲
げ
る
新
風
の
詞
遣
い
に
通
じ
る
も
の

を
感
じ
取
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
「
春
」
に
「
に
ち
が

ひ
て
」
を
接
続
す
る
こ
と
で
歌
題
の
「
初
」
が
表
現
で
き
た
こ
と
は

評
価
し
て
い
る
(
「
は
じ
め
た
る
こ
、
ろ
は
あ
る
べ
し
」
)
。
⑤
⑥
「
月

を
残
し
て
あ
く
る
」
は
、
「
た
ぐ
ひ
な
く
つ
ら
し
と
ぞ
お
も
ふ
秋
の

よ
の
則
剖
州

U
U引
制
引
引

U
州
州
制
(
千
載
集
・
秋
上
抑
・
成
通
、

ムハムハ

続
詞
花
集
・
秋
上

m)」
を
学
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
成
通
歌
は
続

詞
花
集
に
入
集
す
る
こ
と
か
ら
、
永
万
元
年
(
附
)
以
前
の
詠
作
で

あ
る
。
大
輔
・
隆
信
は
「
月
を
の
こ
し
て
あ
く
る
」
と
い
う
措
辞
に

新
風
に
繋
が
る
要
素
を
感
じ
取
っ
て
採
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

後
に
良
経
は
「
月
を
の
こ
し
て
」
を
用
い
て
「
あ
た
ら
よ
の
な
が
め

し
花
に
風
ふ
け
ば
月
を
の
こ
し
て
は
ら
ふ
し
ら
く
も
」
(
仙
洞
十
人

歌
合
幻
・
良
経
)
等
と
詠
じ
て
い
る
。
⑦
「
軒
ば
に
か
、
る
」
は
、

様
子
内
親
王
家
歌
合
(
歌
合
大
成
一
九

O
)
・
出
雲
歌
「
花
す
す
き

の
き
ぱ
に
か
か
る
白
露
を
や
が
て
き
え
せ
ぬ
玉
か
と
ぞ
み
る
」
(
七

番
右
・
露
U
)
が
早
く
、
そ
の
後
家
隆
の
「
府
ば
に
か
か
る
雲
」
と

い
う
例
(
壬
二
集

m-
後
度
百
首
)
が
あ
り
、
当
該
歌
合
の
定
家

「
し
の
び
す
む
心
も
た
へ
ず
山
か
げ
や
軒
端
に
か
か
る
松
の
雪
を
れ
」

(
深
雪
十
一
番
・
右
持
)
及
び
実
快
の
用
例
が
現
れ
る
。
良
経
は

千
五
百
番
歌
合
に
お
い
て
定
家
歌
下
旬
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
用
い
て

「
山
ざ
と
は
い
く
へ
か
ゆ
き
の
つ
も
る
ら
ん
の
き
ば
に
か
か
る
松
の

し
た
を
れ
」
(
九
百
六
十
二
番
・
左
勝
腿
)
と
詠
じ
る
な
ど
「
軒
端

に
か
か
る
」
の
措
辞
は
新
古
今
新
風
に
繋
が
る
も
の
と
評
価
さ
れ
て

い
た
よ
う
だ
。
な
お
月
が
軒
端
に
か
か
る
と
表
現
し
た
の
は
実
快
が

最
初
で
あ
る
。

右
に
見
た
よ
う
に
、
平
安
末
期
か
ら
詠
歌
を
続
け
る
歌
人
た
ち
は
、



平
安
末
期
和
歌
の
既
詠
の
表
現
の
中
か
ら
良
経
家
歌
壇
で
試
み
ら
れ

て
い
る
新
風
和
歌
の
表
現
に
繋
が
る
も
の
を
探
し
出
し
て
、
自
ら
も

試
み
て
い
る
様
子
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
良
経
家
歌
壇
の
新
風
表
現
を
直
接
的
に
摂
取
し
た
例
が

あ
る
。⑧
思
ひ
ね
の
夢
に
は
な
れ
き
郭
公
う
っ
‘
は
こ
れ
ぞ
初
音
也
け

る
(
初
郭
公
十
八
番
・
左
・
保
季
剖
)

左
歌
、
す
が
た
心
お
か
し
く
は
侍
を
、
夢
に
は
な
れ
き
と

い
へ
る
や
、
そ
で
う
ち
か
は
し
な
ど
や
う
に
や
き
、
な
さ

れ
侍
ら
ん
・
..... 

⑨
露
も
ろ
き
を
の
、
し
の
は
ら
風
ふ
れ
て
や
ど
り
も
あ
へ
ぬ
有

明
の
月
(
暁
月
二
十
一
番
・
右
勝
・
見
仏
間
)

:
:
:
右
、
露
も
ろ
き
と
を
き
て
、
や
ど
り
も
あ
へ
ぬ
有
明

の
月
と
云
る
、
よ
ろ
し
く
こ
そ
侍
め
れ
、
:
・

③
「
思
ひ
ね
の
夢
に
は
な
れ
き
」
は
、
表
現
の
近
さ
か
ら
考
え
て
、

文
治
五
年
早
率
露
胆
百
首
の
定
家
歌
「
お
も
ひ
ね
の
夢
に
も
い
た
く

削
州
制
判
削
忍
び
も
あ
へ
ず
物
ぞ
か
な
し
き
」
(
拾
迫
感
草
仰
)
を

学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑨
「
露
も
ろ
き
」
は
慈
円
の
建
久
三
年
九

月
住
吉
百
首
「
す
み
の
江
の
島
の
む
ら
萩
露
も
ろ
し
し
ば
し
な
吹
き

口

丸

U

I

そ
ま
つ
の
う
ら
風
」
(
拾
玉
集
即
)
か
初
例
で
あ
り
、
見
仏
は
そ
れ

建
久
六
年
民
部
卿
経
一
時
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
風
ふ
れ
て
」
は
崇
徳
院
歌
(
和

歌
一
字
抄
問
)
が
初
例
で
、
定
家
が
建
久
元
年
花
月
百
首
に
「
桜
花

ち
ら
ぬ
梢
に
風
ふ
れ
て
て
る
日
も
か
を
る
志
賀
の
山
越
」
(
拾
遺
愚

草
航
)
と
詠
じ
て
い
る
。
「
露
も
ろ
き
」
「
風
ふ
れ
て
」
「
や
ど
り
も

あ
へ
ぬ
」
(
な
お
「
や
ど
り
も
あ
へ
ぬ
」
は
こ
れ
が
初
例
)
と
統
け

る
こ
と
で
、
月
が
露
に
宿
ろ
う
と
す
る
も
風
の
せ
い
で
露
が
散
っ
て

宿
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
瞬
の
様
子
を
捉
え
て
い
る
。
③
⑨
が
参
照

し
た
こ
れ
ら
良
経
家
歌
壇
の
詠
作
は
い
ず
れ
も
私
的
な
場
で
詠
じ
ら

れ
た
も
の
だ
が
、
歌
人
た
ち
は
良
経
家
歌
壌
に
お
け
る
私
的
な
詠
作

の
情
報
ま
で
も
積
極
的
に
手
に
入
れ
て
、
そ
の
新
鮮
な
詞
を
間
髪
を

入
れ
ず
に
当
該
歌
合
で
模
倣
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
歌
人
た
ち
は
単
に
模
倣
す
る
だ
け
で
な
く
、
良
経
家
歌

壇
の
表
現
を
参
照
し
な
が
ら
、
新
た
な
工
夫
を
加
え
よ
う
と
し
て
い

る
様
子
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
山
花
」
題
に
お
け

る
、
花
を
雲
に
見
立
て
る
こ
と
を
前
提
に
「
雲
」
に
接
続
す
る
動
詞

を
工
夫
し
た
表
現
を
挙
げ
て
み
た
い
。
傍
線
を
付
し
た
箇
所
が
そ
れ

で
あ
る
。
⑩
風
か
ほ
る
花
の
あ
た
り
に
き
て
見
れ
ば
雲
も
ま
が
は
ず
三
吉

の
=
山
(
山
花
三
番
・
右
勝
・
讃
岐
6
)

・
:
右
歌
、
風
か
ほ
る
と
を
け
る
よ
り
、
す
が
た
調
い
う

六
七
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な
る
べ
し
、
勝
と
す
べ
し
。

⑪
花
か
と
も
お
ど
ろ
く
人
ゃ
な
か
る
ら
ん
雲
に
な
れ
た
る
小
泊

瀬
の
山
(
山
花
五
番
・
右
勝
・
丹
後
日
)

:
:
右
歌
し
も
の
く
な
ど
よ
ろ
し
く
侍
れ
ば
、
右
為
勝
。

⑫
春
風
に
こ
ず
ゑ
は
は
れ
て
よ
し
の
山
花
の
雲
し
く
い
は
の
か

け
道
(
山
花
七
番
・
左
勝
・
季
能
日
)

左
歌
、
備
に
ち
り
は
て
た
る
歌
に
ぞ
侍
れ
[
ど
]
、
花
の

雲
し
く
な
ど
い
へ
る
す
が
た
よ
ろ
し
く
み
ゆ
、

.. 

⑬
高
砂
の
尾
上
の
花
に
夜
を
こ
め
て
雲
に
ふ
し
た
る
明
ぼ
の
の

空
(
山
花
十
九
番
・
右
勝
・
静
縁
お
)

:
:
右
歌
、
尾
上
の
花
に
夜
を
こ
め
て
、
と
い
へ
る
、
又

よ
ろ
し
く
侍
る
を
、
ふ
し
た
る
の
詞
ゃ
い
か
に
ぞ
閲
ゑ
侍

れ
ど
、
:
:
:
あ
け
ぼ
の
、
空
ま
さ
る
と
申
ベ
く
や

⑩
「
雲
も
ま
が
は
ず
」
は
、
吉
野
山
の
雲
を
花
か
と
推
測
し
て

や
っ
て
来
る
と
、
雲
と
見
紛
う
こ
と
も
な
い
す
ば
ら
し
い
桜
で
あ
っ

た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
良
経
の
詠
作
年
次
未
詳
歌
「
春

は
な
ほ
心
あ
て
に
ぞ
花
は
見
し
く
も
も
ま
が
は
ぬ
み
よ
し
の
の
月
」

(
秋
篠
月
清
集
即
)
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
当
該
讃
岐
歌
が
初

例
で
あ
る
。
以
後
、
続
拾
遺
集
(
春
上

ω)
に
入
る
建
保
四
年
後
鳥

羽
院
百
首
の
雅
経
歌
等
に
用
い
ら
れ
る
。
⑪
「
雲
に
馴
る
」
は
、
他

六
八

に
後
の
澄
覚
法
親
王
集
却
に
一
例
の
み
見
え
る
表
硲
で
、
当
該
歌
が

初
例
で
あ
る
。
⑫
「
雲
し
く
」
は
慈
党
大
師
円
仁
歌
(
続
古
今
集
・

釈
教
問
)
が
あ
る
が
、
直
接
参
照
さ
れ
た
の
は
良
経
の
建
久
二
年

(
肌
)
十
題
百
首
詠
「
よ
し
の
や
ま
く
も
し
く
に
は
に
あ
と
と
ぢ
て

う
き
ょ
を
き
か
ぬ
か
ぜ
の
お
と
か
な
」
(
秋
篠
月
清
集
釦
)
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
「
花
の
雲
し
く
」
は
他
に
用
例
の
な
い
季
能
の
工
夫

で
あ
る
。
⑬
「
雲
に
ふ
し
た
る
」
は
、
覚
性
に
「
月
影
は
く
ま
な
き

も
の
を
尋
行
く
人
は
い
づ
く
の
劃
叫
刻
引
制
刈
」
(
出
観
集
仰
)
と

の
用
例
が
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
良
経
の
建
久
元
年
二
夜
百
首
「
く
も

に
ふ
す
人
の
心
ぞ
し
ら
れ
ぬ
る
け
ふ
を
は
っ
せ
の
お
く
の
や
ま
ぶ

み
」
(
秋
篠
月
清
集
即
)
を
参
照
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
旧
風
歌
人
た
ち
は
、
平
安
末
期
の
詠
作
や
良
経
家

歌
壇
の
新
風
和
歌
を
参
照
し
な
が
ら
新
風
と
し
て
適
切
な
表
現
を
探

索
し
、
新
し
い
詞
続
き
の
工
夫
を
も
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
の
で
あ
る
。
な
お
、
判
詞
を
見
る
と
、
⑩
⑪
⑫
に
つ
い
て
は
評
価

し
て
い
る
が
、
⑬
「
雲
に
ふ
し
た
る
」
に
つ
い
て
は
批
判
し
て
い
る
。

俊
成
は
、
旧
風
歌
人
た
ち
に
よ
る
新
風
表
現
の
工
夫
を
目
に
し
て
そ

れ
を
子
細
に
検
討
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
評
価
し
て
い
る
と
見
ら

れ
る
が
、
④
「
春
に
ち
が
ひ
て
」
、
⑬
「
雲
に
ふ
し
た
る
」
な
ど
「
い

り
ほ
が
」
に
陥
り
そ
う
な
表
現
を
選
別
し
て
批
判
し
て
い
る
の
で
あ



ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

後
鳥
羽
院
歌
壇
に
お
け
る

当
該
歌
合
の
表
現
摂
取

前
節
の
よ
う
に
、
旧
風
歌
人
た
ち
が
新
風
表
現
を
参
照
し
な
が
ら

新
た
に
工
夫
し
て
見
い
だ
し
た
調
続
き
を
、
逆
に
、
新
風
歌
人
が
採

用
す
る
例
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。

⑬
見
渡
せ
ば
こ
ほ
り
し
き
つ
の
う
ら
さ
び
て
浪
ま
に
き
ゆ
る
有

明
の
月
(
暁
月
十
七
番
・
左
持
・
為
季
邸
)

左
、
心
す
が
た
よ
ろ
し
く
は
み
ゆ
る
を
、
有
明
の
月
は
な

み
の
う
へ
に
も
猶
の
こ
さ
ま
ほ
し
か
り
け
る
事
に
や
:
:
:

⑮
有
明
の
月
も
て
あ
そ
ぶ
い
は
ま
よ
り
光
を
ち
ら
す
な
み
の
花

哉
(
暁
月
十
九
番
・
左
持
・
長
俊
印
)

⑭
「
敷
津
の
浦
」
は
万
葉
以
来
詠
ま
れ
る
摂
津
国
住
吉
の
歌
枕
で
、

平
安
末
期
に
は
「
も
し
ほ
草
し
き
つ
の
う
ら
の
ね
ざ
め
に
は
時
雨
に

の
み
や
袖
は
ぬ
れ
け
る
」
(
千
載
集
・
鴇
旅
硝
・
俊
恵
)
、
「
恋
を
の

み
し
き
つ
の
う
ら
の
あ
ま
人
の
こ
ゑ
た
て
っ
ぺ
く
お
も
ほ
ゆ
る
か

な
」
(
林
下
集
制
)
と
い
っ
た
「
敷
津
の
浦
」
の
「
し
き
」
あ
る
い

は
「
し
」
を
掛
詞
と
す
る
詠
歌
が
工
夫
さ
れ
た
。
当
該
為
季
歌
は
、

建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

「
暁
月
」
題
を
得
て
、
月
光
を
氷
に
見
立
て
る
型
を
利
用
し
て
「
こ

ほ
り
し
き
つ
の
う
ら
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
「
氷
」
を
「
敷
く
」

こ
と
そ
の
も
の
が
大
仰
な
表
現
だ
が
、
敷
津
の
浦
の
波
を
一
面
に
照

ら
す
月
光
と
い
う
光
景
を
設
定
す
る
こ
と
で
違
和
感
を
消
去
し
て
い

る
。
「
こ
ほ
り
し
き
つ
の
う
ら
」
の
表
現
は
こ
れ
が
初
例
で
、
後
鳥

羽
院
歌
壇
で
は
良
経
が
採
用
し
て
「
月
か
げ
ゃ
な
み
を
む
す
ば
ぬ
う

す
氷
し
き
つ
の
う
ら
に
ょ
す
る
船
人
」
(
仙
洞
十
人
歌
合
図
)
と
詠

じ
た
(
他
に
光
経
集
問
)

0

な
お
、
「
浪
ま
に
き
ゆ
る
」
は
従
来
の
用

例
で
は
、
い
ず
れ
も
舟
・
島
に
つ
い
て
用
い
て
い
た
も
の
を
、
為
季

は
有
明
の
月
が
沈
む
の
に
用
い
て
い
る
。
月
が
波
間
に
消
え
る
と
、

波
間
の
氷
も
消
え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
の
瞬
間
を
表
現
し
よ

う
と
し
た
試
み
は
注
意
さ
れ
る
。
⑬
「
光
を
ち
ら
す
」
は
長
俊
歌
が

初
例
で
、
岩
間
の
浪
に
よ
っ
て
水
に
映
る
月
が
揺
れ
る
状
態
を
「
月

も
て
あ
そ
ぶ
」
と
表
現
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
光
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
向

に
乱
反
射
す
る
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
後
に
、
千
五
百
番
歌
合
で

源
通
光
が
「
あ
さ
ぢ
ふ
や
ふ
き
く
る
か
ぜ
を
た
よ
り
に
て
ひ
か
り
を

引
引
引
露
の
月
か
げ
」
(
六
百
九
十
四
番
・
右
持
附
)
と
、
風
に
散

る
露
に
よ
っ
て
光
の
散
る
様
を
詠
じ
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
、
旧
風
歌
人
た
ち
に
よ
る
詞
の
工
夫
が
、
新
風
の
模

倣
を
脱
し
て
新
風
歌
人
か
ら
注
目
さ
れ
る
例
も
少
な
い
な
が
ら
当
該

司、
1
u

J
/
J
J
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歌
合
に
は
存
す
る
の
で
あ
る
。

四

歌
道
家
歌
人
た
ち
の
表
現

ー

l
家
隆
・
定
家
・
保
季
・
顕
昭
l

|

最
後
に
、
両
歌
道
家
の
幾
人
か
の
歌
人
う
ち
、
俊
成
門
下
の
家

隆
・
定
家
、
六
条
家
の
保
季
・
顕
昭
の
詠
歌
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

六
百
番
歌
合
で
先
鋭
な
表
現
を
行
っ
た
家
隆
歌
を
挙
げ
る
。

⑮
吉
野
山
花
は
匂
ひ
に
こ
ぼ
れ
落
て
袖
に
し
ら
れ
ぬ
峯
の
春
か

ぜ
(
山
花
十
四
番
・
右
勝
沼
)

:
:
:
右
、
風
体
は
よ
ろ
し
き
を
、
[
余
]
情
の
過
た
る
に

や
、
浅
心
及
が
た
く
〔
ぞ
]
侍
れ
ど
、
袖
に
し
ら
れ
ぬ
な

ど
い
へ
る
す
が
た
、
猶
よ
ろ
し
か
る
べ
し
、
勝
と
す
べ
く

や

⑫
郭
公
ま
つ
夜
か
さ
な
る
雲
路
よ
り
初
音
に
か
へ
る
去
年
の
古

声
(
初
郭
公
十
四
番
・
右
勝
九
)

:
:
:
右
歌
、
初
音
に
か
へ
る
と
い
へ
る
心
い
と
を
か
し
、

可
為
勝

⑬
な
が
む
れ
ば
千
里
の
秋
も
雲
は
れ
て
月
に
こ
も
れ
る
有
明
の

空
(
暁
月
十
四
番
・
右
負
印
)

七。

:
:
:
右
歌
、
月
に
こ
も
れ
り
と
い
へ
る
、
心
あ
ま
り
て
は

聞
ゆ
れ
ど
、
左
、
歌
合
の
歌
と
い
ひ
つ
べ
し
、
勝
に
侍
べ

し

⑮
う
づ
も
れ
て
梢
に
か
は
る
み
や
ま
ぢ
も
ま
た
跡
た
え
ぬ
雪
ぐ

判
制
到
(
深
雪
十
四
番
・
右
勝
郎
)

・
:
:
右
歌
、
梢
に
か
は
る
み
山
路
も
と
い
ひ
て
、
又
跡
た

え
ぬ
と
云
る
心
な
を
よ
ろ
し
く
聞
ゆ
、
右
ま
さ
る
に
や
侍

ら
ん

⑮
「
匂
ひ
に
こ
ぼ
れ
落
て
」
は
、
他
に
用
例
を
見
な
い
表
現
で
あ
る
。

「
こ
ぼ
れ
落
つ
」
は
涙
に
つ
い
て
言
う
の
が
普
通
で
、
白
露
に
用
い

る
例
も
あ
る
が
、
家
隆
歌
の
よ
う
に
花
が
匂
い
と
と
も
に
こ
ぼ
れ
落

ち
る
と
の
表
現
は
い
か
に
も
新
風
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
判
調
で

は
「
[
余
]
情
の
過
た
る
に
や
、
浅
心
及
が
た
く
」
と
述
べ
、
意
味

の
脈
絡
が
取
り
づ
ら
い
点
に
つ
い
て
批
判
的
で
あ
る
が
、
第
四
句

「
袖
に
し
ら
れ
ぬ
」
を
挙
げ
て
そ
の
姿
を
評
価
し
て
勝
と
し
て
い
る
。

「
袖
に
し
ら
れ
ぬ
峯
の
春
か
ぜ
」
の
句
は
、
良
経
の
治
承
題
百
首
詠

「
ま
ど
の
ゆ
き
い
け
の
こ
ほ
り
も
き
え
ず
し
て
そ
で
に
し
ら
れ
ぬ
は

引
制
叫
オ
州
剖
」
(
秋
篠
月
清
集
似
・
立
春
)
に
学
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
。
「
は
じ
め
に
」
に
述
べ
た
よ
う
に
、
松
野
は
、
当
該
歌
合

の
俊
成
判
詞
と
駿
文
か
ら
「
良
経
定
家
ら
の
新
風
の
行
き
過
ぎ
へ
の



批
判
」
を
読
み
取
っ
た
が
、
⑮
判
詞
か
ら
は
、
「
新
風
の
行
き
過
ぎ
」

に
対
し
て
た
だ
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
新
風
表
現
に
も
さ

ま
ざ
ま
の
ケ
l
ス
が
あ
っ
て
そ
の
適
否
を
判
断
し
、
基
本
的
に
は
新

風
を
推
奨
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
先
掲
④
⑬
等
の

「
い
り
ほ
が
」
に
陥
る
危
険
性
の
あ
る
表
現
に
つ
い
て
は
批
判
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
⑫
「
初
音
に
か
へ
る
」
、
⑬
「
月

に
こ
も
れ
る
」
、
⑮
「
梢
に
か
は
る
」
は
と
も
に
家
隆
歌
が
初
例
で
、

そ
の
後
も
用
例
は
希
少
な
表
現
で
あ
る
。
⑬
に
つ
い
て
は
、
判
詞
に

「
心
あ
ま
り
で
は
聞
ゆ
れ
ど
」
と
古
今
集
業
平
評
を
引
用
し
て
新
風

的
特
質
を
評
価
し
て
い
る
が
、
結
局
負
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、

家
隆
は
、
当
該
歌
合
に
お
い
て
も
六
百
番
歌
合
に
お
け
る
と
同
様
に

先
鋭
的
で
問
題
を
含
む
新
風
表
現
を
試
み
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
定
家
の
表
現
は
、
六
百
番
歌
合
詠
と

比
べ
て
か
な
り
穏
や
か
で
あ
る
。

⑫
よ
し
野
山
い
く
よ
へ
だ
て
も
桜
花
な
を
白
雲
の
色
に
み
ゆ
ら

ん
(
山
花
十
一
番
・
右
持

n)

:
:
:
右
も
す
が
た
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
持
と
す

べ
し

⑫
か
は
ら
ず
も
ま
ち
出
る
哉
郭
公
月
に
ほ
の
め
く
去
年
の
古
声

建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

(
初
郭
公
十
一
番
・
右
負
侃
)

・
:
:
右
、
か
は
ら
ず
も
ま
ち
い
で
つ
る
哉
な
ど
、
い
へ
る
、

す
が
た
よ
ろ
し
く
は
侍
れ
ど
、
去
年
も
こ
と
し
も
月
に
し

も
ほ
の
め
き
け
ん
事
も
お
ぼ
つ
か
な
く
や

⑫
は
詞
続
き
に
お
い
て
は
新
風
と
も
い
え
な
い
表
現
で
あ
る
。
@

「
月
に
ほ
の
め
く
」
は
判
詞
に
批
判
す
る
が
、
照
る
月
を
背
景
に
郭

公
の
一
声
が
ほ
の
か
に
聞
こ
え
る
映
像
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
仙
洞
句

題
五
十
首
で
宮
内
卿
が
「
雲
か
か
る
を
ち
の
山
田
の
葉
末
よ
り
月
に

削
州
制
引
削
叶
州
引
州
問
」
(
印
)
と
摂
取
し
て
お
り
、
定
家
自
身
、

当
該
歌
合
で
唯
一
拾
遺
愚
草
に
撰
び
入
れ
た
歌
で
も
あ
っ
て
、
自
信

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
⑫
に
し
て
も
家
隆
の
⑬
の
よ
う

な
い
か
に
も
新
風
と
い
っ
た
歌
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
定
家
歌

に
は
六
百
番
歌
合
時
の
先
鋭
な
新
風
表
現
が
影
を
潜
め
て
お
り
、
家

隆
の
詠
風
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
理
由
は
分
か
ら
な
い
が
、
俊
成
の

指
導
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
俊
成
門
下
と
い
っ
て
も
、
定
家

と
家
隆
と
で
は
そ
の
指
導
に
差
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る。
次
に
、
保
季
・
顕
昭
の
詠
作
を
見
て
み
た
い
。

重
家
男
の
有
家
は
新
風
歌
人
と
い
え
る
存
在
だ
が
、
同
じ
重
家
男

保
季
も
新
風
を
模
倣
す
る
姿
勢
が
強
い
。
前
掲
③
は
定
家
歌
を
学
ん

七
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だ
表
現
で
あ
っ
た
。
次
の
⑫
は
下
句
が
い
か
に
も
新
風
を
学
ん
だ
表

現
で
あ
る
。

⑫
あ
く
る
ま
で
露
の
や
ど
り
や
お
し
か
ら
ん
浅
茅
が
末
に
残
る

則
州
削
(
暁
月
十
八
番
・
左
勝
印
)

左
歌
、
露
の
や
ど
り
や
お
し
か
ら
ん
と
い
ひ
て
、
浅
茅
が

末
に
残
る
月
か
げ
と
云
る
、
媛
艶
荊
台
の
夢
に
入
し
姿
に

こ
と
な
ら
ざ
る
に
や
・
..... 

な
お
、
保
季
は
当
該
歌
合
が
「
和
歌
事
跡
の
初
め
」
と
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
顕
昭
に
新
風
を
摂
取
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ

て
興
味
深
い
。

⑫
雪
ふ
れ
ば
あ
し
の
う
ら
ば
に
波
こ
し
て
な
ぎ
さ
[
も
]
わ
か

ぬ
剖
削
州
引
利
引
刻
(
深
雪
七
番
・
右
負
・
顕
昭
印
)

:
:
:
あ
し
の
う
ら
ば
に
浪
こ
し
て
な
ど
は
優
に
侍
を
、
末

句
こ
そ
す
こ
し
お
ど
ろ
か
れ
侍
れ
、
か
h

る
姿
に
な
り
ぬ

れ
ば
、
初
よ
り
一
鉢
な
る
こ
そ
ゆ
る
す
事
に
侍
れ
:
:
:

⑫
上
句
は
、
雪
が
降
る
と
芦
の
末
葉
に
白
波
が
越
し
た
よ
う
に
見
え

る
と
い
う
が
、
新
古
今
集
に
入
る
秀
能
「
ゆ
ふ
づ
く
夜
し
ほ
み
ち
く

ら
し
な
に
は
江
の
あ
し
の
わ
か
ば
に
こ
ゆ
る
白
波
」
(
春
上
お
)
や
、

千
五
百
番
歌
合
の
後
鳥
羽
院
「
う
ら
ち
か
き
す
ゑ
の
ま
つ
山
ゆ
き
ふ

州
問
冬
よ
り
う
へ
を
判
例

U
州
引
刈
」
(
九
百
六
十
一
番
・
左
勝
胸
)

七

と
い
っ
た
歌
に
表
現
が
近
く
、
新
古
今
新
風
と
い
え
る
場
面
構
成
を

取
っ
て
い
る
。
俊
成
は
判
調
で
、
上
旬
を
取
り
上
げ
て
「
優
」
と
評

し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
表
現
に
よ
っ
て
描
写
さ
れ
る
情
景
の
映

像
を
評
価
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
下
句
に
つ
い
て
は
批

判
し
、
「
初
よ
り
一
一
体
な
る
こ
そ
ゆ
る
す
事
に
侍
れ
」
と
述
べ
る
の

で
、
上
句
・
下
句
が
統
一
さ
れ
た
一
つ
の
姿
と
な
っ
て
い
な
い
と
指

摘
し
た
こ
と
に
な
る
。
俊
成
判
詞
に
は
、
上
句
か
ら
下
旬
ま
で
一
首

の
姿
を
統
一
す
べ
き
と
の
指
摘
が
多
い
こ
と
は
、
谷
山
茂
に
よ
る
整

理
が
あ
お
が
、
⑫
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。
@
に
お
い
て
は
、
第
五
句

「
な
わ
の
つ
ぶ
ら
え
」
が
風
俗
歌
「
難
波
艇
(
な
ま
ぷ
り
と
か
ら
の

摂
取
で
、
上
句
と
は
異
な
っ
て
古
い
姿
で
あ
る
点
を
批
判
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
前
節
の
例
も
含
め
て
当
該
歌
合

の
旧
風
歌
人
詠
が
後
鳥
羽
院
歌
組
に
お
け
る
新
風
歌
人
の
詠
歌
に
影

響
を
与
え
た
可
能
性
の
あ
る
点
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
と

も
と
顕
昭
に
つ
い
て
は
、
実
作
・
歌
論
の
両
面
で
千
五
百
番
歌
合
の

時
点
で
は
新
風
へ
傾
斜
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
建
久
年
間
の
し
か

も
六
百
番
陳
状
を
執
筆
し
た
と
見
ら
れ
る
直
後
に
お
い
て
も
そ
の
傾

向
の
見
ら
れ
る
点
は
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。



お
わ
り
に

当
該
歌
合
に
は
さ
ま
ざ
ま
の
歌
歴
を
持
つ
歌
人
が
出
詠
し
て
い
る

が
、
俊
成
門
下
の
歌
人
を
含
め
て
六
百
番
歌
合
の
出
詠
者
十
名
、
良

経
家
女
房
百
首
に
出
詠
す
る
女
流
歌
人
(
四
名
す
べ
て
該
当
か
)
が

出
詠
し
、
時
期
的
に
も
良
経
家
歌
壇
の
新
風
の
影
響
を
受
け
や
す
い

状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
詠
歌
表
現
は
風
情
主
義
的
な
も
の
も
も
ち
ろ

ん
存
す
る
が
、
全
体
と
し
て
は
俊
成
門
下
の
新
風
歌
人
だ
け
で
な
く

旧
風
歌
人
た
ち
ゃ
六
条
家
の
顕
昭
・
保
季
ら
ま
で
も
が
新
風
表
現
の

影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
新
風
を
志
し

て
い
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。
特
に
、
旧
風
歌
人
た
ち
が
、
良
経
家
歌

壇
の
詠
歌
を
参
照
し
な
が
ら
新
風
表
現
を
工
夫
し
て
い
る
様
子
を

は
っ
き
り
と
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
は
、
わ
ず
か
十
年
後
に

は
覚
宴
を
迎
え
る
新
古
今
集
の
成
立
の
前
段
階
と
し
て
、
建
久
年
間

の
当
該
歌
合
の
よ
う
な
良
経
家
以
外
の
場
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察

す
る
必
要
性
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
ま
た
判
者
俊
成
は
、
す
べ
て
の

歌
人
た
ち
の
詠
歌
に
つ
い
て
、
「
い
り
ほ
が
」
に
陥
り
そ
う
な
表
現

に
つ
い
て
は
批
判
し
な
が
ら
、
適
切
に
新
風
へ
導
こ
う
と
し
て
い
る

こ
と
も
見
て
取
れ
た
。
俊
成
判
詞
に
つ
い
て
は
、
「
新
風
へ
の
行
き

建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

過
ぎ
へ
の
批
判
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
松
野
が
指
摘
し
て
い
た
が

(
「
は
じ
め
に
」
参
照
)
、
⑬
「
雲
に
ふ
し
た
る
」
の
批
判
な
ど
た
し

か
に
そ
う
い
う
面
も
窺
わ
れ
る
が
、
⑩
「
雲
も
ま
が
は
ず
」
、
⑪
「
雲

に
な
れ
た
る
」
、
⑫
「
花
の
雲
し
く
」
等
の
工
夫
を
評
価
し
、
ま
た

家
隆
歌
⑮
を
評
価
す
る
な
ど
、
基
本
的
に
は
新
風
表
現
を
推
奨
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
批
判
す
る
の
は
新
風
ま
が
い
の
表
現
に

限
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

従
来
、
政
文
の
「
た
T

よ
み
も
あ
げ
、
う
ち
も
詠
た
る
に
、
え
ん

に
も
お
か
し
く
も
聞
こ
ゆ
る
す
か
た
の
あ
る
な
る
べ
し
」
と
の
言
説

の
み
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
当
該
歌
合
で
あ
る
が
、
全
体
の
詠

歌
の
検
討
か
ら
は
、
良
経
家
歌
壇
以
外
の
催
し
で
あ
り
な
が
ら
、
新

古
今
集
へ
の
一
階
梯
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る

の
で
あ
る
。

注
(
1
)

『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』
(
笠
間
書
院
、
ニ

O
O
五
年
)

第
十
八
章
「
文
治
二
年
十
月
経
房
家
歌
合
を
め
ぐ
っ
て
」
似
・
鍋
頁

参
照
。

(
2
)

「
中
世
和
歌
の
淵
源
|
『
無
名
抄
』
の
再
検
討

l
」
(
「
中
世
詩
歌
の

七
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叢
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本
質
と
連
関
」
、
竹
林
舎
、
二

O
一
二
年
)
参
照
。

(3)

敏
文
の
中
の
「
お
ほ
か
た
は
、
歌
は
か
な
ら
ず
し
も
絵
の
と
こ
ろ

の
も
の
、
い
ろ
/
¥
の
に
の
か
ず
を
つ
く
し
、
つ
く
も
つ
か
さ
の
た

く
み
の
さ
ま
/
¥
き
の
み
ち
を
え
り
す
へ
た
る
様
に
の
み
よ
む
に
は

あ
ら
ざ
る
事
な
り
。
た
ず
よ
み
も
あ
げ
、
う
ち
も
詠
た
る
に
、
え
ん

に
も
お
か
し
く
も
聞
こ
ゆ
る
す
か
た
の
あ
る
な
る
べ
し
。
た
と
へ
ば
、

在
中
将
業
平
朝
臣
の
、
月
や
あ
ら
ぬ
と
い
ひ
、
紀
氏
の
貫
〔
之
〕
は
、

し
づ
く
に
、
ご
る
山
の
井
の
な
ど
云
る
や
う
に
よ
む
べ
き
な
る
べ
し
」

と
あ
る
筒
所
。
俊
成
歌
論
の
核
心
の
一
っ
と
目
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
当
該
歌
合
本
文
の
引
用
は
、
松
平
文
庫
本
に
よ
り
、
私
に

濁
点
、
句
読
を
付
し
た
。
松
平
文
庫
本
の
本
文
は
、
国
文
学
研
究
資

料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
複
写
に
よ
り
翻
字
し
た
。
校
訂
を
施
す
場

合
は
、
校
訂
し
た
文
字
を
[
]
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
ミ
セ
ケ
チ

訂
正
及
び
傍
書
の
あ
る
箇
所
に
お
い
て
、
本
行
本
文
と
傍
書
が
一
致

す
る
場
合
は
[
〕
を
付
さ
ず
に
本
行
本
文
の
み
を
示
し
た
。

建
久
六
年
民
部
卿
家
歌
合
の
伝
本
は
、
松
野
陽
一
が
八
本
を
掲
げ

て
「
全
て
同
一
系
統
本
で
あ
り
、
本
文
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ

て
よ
い
」
「
本
文
的
に
最
も
普
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
④
彰
考
館
乙
本

と
⑤
松
平
本
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
(
「
藤
原
俊
成

の
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
三
年
例

1
例
頁
参
照
)
。
現
在
、
松

野
が
掲
げ
た
伝
本
以
外
に
知
ら
れ
る
の
は
、
河
野
美
術
館
蔵
本
と
京

都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
の
二
本
で
と
も
に
小
沢
麓
庵
本
で
あ
る
。

七
四

稿
者
も
伝
本
の
精
査
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
松
野
が
指
摘
し
た
彰

考
館
乙
本
(
歌
合
部
類
本
。
巳
・
二
一
)
と
松
平
文
庫
蔵
本

(
一
三
八
・
四
六
)
の
本
文
が
比
較
的
優
れ
て
い
る
こ
と
に
異
論
は
な

い
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
伝
本
が
い
ず
れ
か
の
箇
所
を
校
訂
し
な
け

れ
ば
使
用
に
耐
え
な
い
現
状
に
あ
る
。

(
4
)

『
藤
原
俊
成
の
研
究
」

m
i
m頁
参
照
。

(5)

文
治
二
年
経
房
家
歌
合
で
は
、
冒
頭
に
「
祝
」
題
が
据
え
て
あ
る

こ
と
か
ら
何
ら
か
の
鹿
賀
が
存
し
た
か
と
推
定
さ
れ
る
が
、
や
は
り

具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
。

(
6
)

六
条
家
と
御
子
左
家
が
激
し
く
対
立
し
た
と
さ
れ
る
六
百
番
歌
合

に
お
い
て
も
、
結
番
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
か

つ
て
指
摘
し
た
(
拙
著
『
藤
原
俊
成
判
詞
と
歌
語
の
研
究
』
第
二

章
「
四
六
百
番
歌
合
の
寂
蓮
と
顕
昭
」
、
笠
間
書
院
、
二

O
O
六

年)。

(7)

良
経
が
八
名
の
女
房
歌
人
に
百
首
を
詠
ま
せ
た
催
し
で
、
勅
撰
集

等
の
詞
脅
か
ら
、
高
松
院
右
衛
門
佐
、
小
侍
従
、
八
条
院
六
条
、
股

宮
門
院
大
輔
、
丹
後
に
つ
い
て
は
確
実
に
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
久
保
田
淳
「
高
松
院
右
衛
門
佐
と
そ
の
周
辺
」
(
「
中
世

和
歌
史
の
研
究
』
、
明
治
書
院
、
一
九
九
三
年
)
制
・
似
頁
等
参
照
。

(8)

重
家
集
か
ら
の
入
集
歌
は
、
深
雪
九
番
・
左
歌
・
経
家
「
ふ
る
雪

の
ち
へ
に
も
、
へ
に
積
ゐ
て
白
妙
な
り
や
み
て
ぐ
ら
の
し
ま
」
で
あ

る
。
経
家
が
父
重
家
の
詠
歌
か
ら
、
い
か
に
も
第
二
句
三
句
が
深
雪



題
に
相
応
し
い
歌
を
見
出
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(9)

『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
』
第
五
集
(
田
中
登
編
著
、
思
文
悶
出
版
、

二
O
一
O
年
)
所
収
「
藤
原
為
家
筆
六
半
切
公
時
集
」
に
よ
る
。

(
叩
)
文
一
治
三
年
経
一
局
家
歌
合
の
勅
撰
集
入
集
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
著

「
藤
原
俊
成
判
詞
と
歌
謡
の
研
究
」
(
笠
間
書
院
、
二

O
O
六
年
)

第
三
章
注

(
3
)
(
4
)
胤
頁
参
照
。

(
日
)
山
に
草
木
が
な
い
意
の
「
か
ぶ
ろ
」
の
用
例
は
、
漢
詩
で
は
、
「
碧

L
う
み
ち
ふ
か
〈
し
て
や
ま
か
ぶ
ろ

k
b
f

‘
3

樹
路
深
山
不
童
」
(
新
撰
朗
詠
集
制
・
源
俊
房
、
中
右
記
部
類

紙
背
漢
詩
集
に
も
)
、
和
歌
で
は
、
「
い
と
ほ
し
ゃ
ま
だ
か
ぶ
ろ
な
る

う
な
ゐ
ど
も
や
け
野
に
あ
ま
た
っ
ぱ
な
ぬ
く
な
り
」
(
夫
木
抄
側
・
信

実
)
が
日
に
付
く
程
度
で
あ
る
。

(
ロ
)
「
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』
(
風
間
啓
一
局
、
一
九
六
四
年
)

山
頁
参
照
。

(
日
)
「
鳩
の
杖
」
の
用
例
は
、
以
後
「
を
と
こ
山
は
と
の
杖
に
も
た
づ
さ

ひ
て
猶
さ
か
の
ぼ
る
し
る
し
あ
ら
せ
よ
」
(
正
治
初
度
百
首
蹴
・
品
・

通
親
)
、
「
君
が
へ
ん
ち
と
せ
の
坂
を
ま
つ
ひ
と
の
は
と
の
つ
ゑ
を
ば

っ
く
に
ぞ
有
り
け
る
」
(
家
長
日
記
花
・
俊
成
九
十
の
賀
・
具
親
)
等

が
あ
る
。

(M)

無
名
抄
本
文
は
『
歌
論
歌
学
集
成
第
七
巻
」
(
三
弥
井
書
底
、

一一

O
O六
年
)
に
拠
る
。

(
日
)
「
や
ま
た
か
み
く
も
に
な
れ
つ
、
す
む
人
は
そ
れ
と
わ
き
て
や
は
な

を
み
る
ら
ん
」
(
澄
党
集
却
、
山
家
花
)
。

建
久
六
年
民
部
卿
経
房
家
歌
合
の
詠
歌
表
現
に
つ
い
て

(
時
)
井
上
宗
雄
「
鎌
倉
時
代
歌
人
伝
の
研
究
」
(
風
間
書
房
、

年
)
必
頁
参
照
。

(
げ
)
日
本
古
典
文
学
大
系
「
歌
合
集
」
(
岩
波
書
応
)
「
建
久
四
年
六
百

番
歌
合
(
抄
)
」
夏
上
二
十
四
番
判
詞
「
上
下
か
や
う
に
一
百
ひ
出
づ
る

事
も
許
す
か
た
も
侍
り
ぬ
ベ
し
」
に
つ
い
て
の
補
注
問
問
で
、
「
俊
成

が
本
番
判
詞
で
一
百
お
う
と
す
る
真
意
は
、
古
風
な
ら
古
風
に
、
近
来

の
姿
な
ら
近
来
の
姿
に
、
純
粋
に
徹
す
る
事
を
庶
幾
す
る
と
い
う
点

に
あ
る
」
と
指
摘
し
、
当
該
建
久
六
年
経
房
家
歌
合
の
例
も
含
め
て

用
例
を
整
理
す
る
(
部
・
溺
頁
)
。

駐

車

ぷ

町

(
問
)
風
俗
歌
「
難
波
振
」
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

身

ば

え

は

る

か

す

み

な

ば

難
波
の
つ
ぶ
ら
江
の
春
な
れ
ば
霞
み
て
見
ゆ
る
難
波
の
つ
ぶ

え

え

せ

な

は

る

か

す

み

な

ば

ら
江
つ
ぶ
ら
江
の
夫
や
春
な
れ
ば
霞
み
て
見
ゆ
る
難
波
の

つ
ぶ
ら
必
(
日
本
古
典
文
学
大
系
「
古
代
歌
謡
集
」
側
頁
)

(
凶
)
顕
昭
の
御
子
左
家
新
風
に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
顕

附
の
新
風
に
対
す
る
認
識
と
姿
勢
」
(
「
中
世
文
芸
論
稿
」
昭
、

一
九
八
九
年
一
二
月
)
、
同
「
顕
昭
の
新
風
摂
取
|
|
「
千
五
百
番
歌
合
」

判
詞
二
例
に
つ
い
て
|
|
」
(
「
中
世
文
芸
論
稿
」

M
、
一
九
九
一
年

三
月
)
、
同
「
中
世
歌
人
の
心
』
(
世
界
思
想
社
、
一
九
九
二
年
、
共

著
)
第
五
章
参
照
。

一
九
九
七

(
本
学
教
授
)

七
五


